
日頃より、学園の運営にご理解、ご協力心より感謝申し上げます
例年のことですが、�月の卒業、卒園式の時期が来たかと思うと、新年度に切り替わり、新任職員を迎え、
入学式、気付けば �月のゴールデンウィークで子どもたちは楽しそうに行事に出かけていく姿。いつも
春の訪れを感じたいなとは思いつつ、慌ただしさと花粉症で終わってしまうという状況でしたが、今年
は春の訪れを告げる渡り鳥と言われるツバメ数羽が施設内の外廊下を行き来している姿を見ることがで
きました。数年前にも同様に来ており結局巣を作ることは無くいつの間にか来なくなっていましたが、
今年も私たちに幸せを運んできてくれたのだと思い見守りました。今回、慌ただしい中でも気持ちに余
裕を持つことで見えてくることの大切さを感じることができました。
今後、職員一人ひとりが、ゆとりを持って子どもたちを支援していける施設でありたいと思います。

施設長　関 広宣

寄付

編集後記

昨年度退職された職員
田口天さん、高道友梨さん、西内瑞季さん、村上あさのさん、池田慶子さん、海保やすよさん

長い間ありがとうございました
今後の活躍を心よりお祈りいたします

メンタルケア係の取り組み
“ フィーカ ” について

　職員同士の交流の場として、ベトレヘム学園
では不定期に『フィーカ』を行っています。フ
ィーカとはコーヒーや紅茶を飲みながら、甘い
お菓子や軽食を楽しみ、仲間と会話を楽しむス
ウェーデンで日常的に行われる休憩のことです。
それぞれホームの中で業務時間を過ごすことが
多く、職員が孤立を感じないようにと思いを込
め、メンタルケア係が企画し、職員同士でかか
わる機会を意図的に作ろうという思いから始ま
りました。職種も年数も超え、和やかな貴重な

時間となっています。（荒城）
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新任職員紹介
今年度の新任職員さんには、学園で働く上での意気込みを聞きました
自分にはまだ難しいと感じることが日々積み重なっていきます。その分だけ経験になるようにしていきま
す（石見）
子どもを知る上で、日々向き合った関わりをして、自立を目指した成長を見届けたいです（柳沼）
不慣れな所もありますが子ども達と一緒に楽しく過ごせるように頑張ります。よろしくお願い致します！
（根本）
不慣れな部分がたくさんありますが、日々学びながら子どもたちに信頼される職員になれるように頑張り
ます。（初田）
日々の関わりの中で信頼関係を築き、子どもたちの成長をあたたかく支えていきたいです（東城）

広報の係になって 3年ほど、初めて編集後記を書いています。メタセコイヤを作成していると、沢山
の方に携わって頂いているんだなと実感します。今年も無事に新年度を迎えられて嬉しく思っており
ます。季節や日常の子ども達の様子をべトレらしく伝えていきたいです！（岡田）



GWの過ごし方
ピクニックに BBQにカラオケ !今年も色んなところに出かけました。

そんな様子をお見せします。

納涼祭

令和 7年 3月 15日に卒園生を送る会を行
ないました。5人の卒園生が出席し、ベ
トレヘム学園の児童、職員、旧職員にも
参加いただき送ることが出来ました。
毎年、卒園生の思い出の写真でショート
ムービーを作成しています。そして、今
年は卒園生が小学生時代にダンスを披露
した映像も観ていただきました。映像に
は、卒園生と共に、退所した児童、退職
された職員もいましたが、同じ時間を過
ごした仲間として、当時の事を鮮明に思
い出せる時間になったのではないかと思
います。
会の終盤には、卒園生一人一人から言葉
をもらいました。送る会で、改めて言葉
に表すことは難しい事だったと思います
が、当時の思い出と共に「ありがとうご
ざいます」と、感謝の気持ちを伝えてく
れました。在園児童、職員も心温まる時
間でした。この場をお借りして、会の作
成にご協力いただいた方々にも感謝申し
上げます。（渡部）

成人を祝う会
今年も �/�� の成人の日に �� 歳のお祝い会を開催しました。K
さん、Rくん、Yくんの �人の卒園生が来てくれました。沢山
の職員やこども達に囲まれて賑やかな雰囲気の中、様々な話を
聞くことができました。とても感動的だった卒園生を送る会か
ら �年。卒園してまだそんなに経っていないのにとても大人っ
ぽく見えました。その �� 歳の面々と写真撮影をした在園生の
子ども達。いまはまだ幼い子どもたちもいずれ皆成長していく
のかと思うと感慨深かったです。（西澤）

卒園生を送る会


